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ェ
ッ
ク
で
き
る
検
査
機
器
セ
ッ

ト
「
Ｍ
Ｅ
Ｏ
Ｃ
Ｈ
Ｅ
Ｃ
Ｋ
（
メ

オ
チ
ェ
ッ
ク
）
」
を
購
入
し
、

希
望
す
る
組
合
員
に
貸
与
し
た

い
考
え
だ
。

障
な
ど
を
発
症
す
る
ド
ラ
イ
バ

ー
が
増
え
て
い
る
と
推
測
し
、

日
本
眼
科
医
療
セ
ン
タ
ー
（
郡

山
知
之
社
長
、
仙
台
市
泉
区
）

の
短
時
間
で
簡
単
に
セ
ル
フ
チ

ド
ラ
イ
バ
ー
に
注
意
を
促
し
た

い
。
職
員
も
害
獣
の
生
態
な
ど

を
勉
強
中
で
、
デ
ジ
タ
ル
と
ア

ナ
ロ
グ
を
含
め
て
ド
ラ
イ
バ
ー

に
最
も
よ
く
見
て
も
ら
え
る
方

法
を
考
え
た
い
」
と
い
う
。

構
内
事
故
も
増
加
傾
向
に
あ

り
、
24
年
４
月
～
25
年
２
月
は

４
５
０
件
（
７
・
６
％
増
）
だ

っ
た
。
こ
の
う
ち
多
く
を
占
め

る
後
退
時
事
故
を
減
ら
す
教
材

も
作
成
す
る
方
針
だ
が
、
ト
ラ

ッ
ク
に
装
着
す
る
バ
ッ
ク
ア
イ

カ
メ
ラ
は
動
画
が
記
録
さ
れ
な

い
も
の
が
ほ
と
ん
ど
。
平
賀
氏

は
「
他
の
映
像
の
活
用
も
含
め

て
内
容
を
検
討
し
た
い
」
と
話

す
。ま

た
、
こ
れ
ま
で
健
康
起
因

事
故
防
止
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催

し
、
血
流
や
血
管
の
健
康
状
態

を
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
ス
マ
ー
ト

事
故
防
止
シ
ス
テ
ム
を
組
合
員

に
貸
し
出
す
事
業
を
展
開
し
て

き
た
が
、
25
年
度
は
目
の
健
康

に
着
目
。
高
齢
化
に
よ
り
緑
内

地
沿
い
が
多
く
、
損
害
額
は
少

な
い
も
の
で
20
万
～
30
万
円
、

最
高
で
１
６
８
万
円
に
達
し

た
。
車
両
共
済
契
約
以
外
の
組

合
員
車
両
を
含
め
る
と
、
実
際

は
も
っ
と
多
い
と
み
ら
れ
て
い

る
。平

賀
哲
二
専
務
は
「
突
然
路

上
に
飛
び
出
す
害
獣
を
避
け
る

の
は
難
し
い
。
出
没
頻
度
の
高

い
ル
ー
ト
や
場
所
を
示
し
て
、

増
。
２
０
２
４
年
４
月
～
25
年

２
月
に
車
両
共
済
の
契
約
車
両

だ
け
で
28
件

（
前
年
同
期
比

47
％
増
）
が
発

生
し
た
。
場
所

は
広
島
県
三
次

市
な
ど
中
国
山

り
す
る
事
故
が
、
繁
殖
期
の

10
、
11
の
両
月
を
中
心
に
急

契
約
組
合
員
で
、
鹿
や
イ
ノ

シ
シ
に
接
触
し
た
り
衝
突
し
た

源
を
フ
ル
活
用
す
れ
ば
、
高
収

益
の
確
保
に
つ
な
が
り
、
そ
の

分
、
荷
主
に
も
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン

を
提
案
で
き
る
よ
う
に
な
る
」

と
話
し
て
い
る
。（

矢
野
孝
明
）

イ
バ
ー
の
経
験
を
積
ん
だ
高
齢

者
や
、
子
育
て
が
落
ち
着
い
た

女
性
ら
に
活
躍
し
て
も
ら
う
こ

と
を
念
頭
に
、
新
た
な
仕
事
を

創
出
し
て
い
る
。
車
両
を
２
、

３
回
転
さ
せ
る
な
ど
既
存
の
資

は
置
き
配
も
可
能
。
自
社
と
協

力
事
業
者
の
軽
ト
ラ
ッ
ク
２
、

３
台
を
、
女
性
や
60
代
以
降
の

ド
ラ
イ
バ
ー
４
、
５
人
が
交
代

し
な
が
ら
乗
務
し
て
い
る
。

原
社
長
は
「
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

ア
や
女
性
の
登
用
を
視
野
に
入

れ
て
い
る
。

主
な
取
り
扱
い
荷
物
は
食
品

や
建
材
だ
が
、
８
年
前
に
愛
媛

新
聞
の
印
刷
所
か
ら
販
売
店
ま

で
の
配
送
を
受
託
。
車
両
が
稼

働
す
る
の
は
午
後
10
時
～
午
前

２
時
で
、
空
い
た
時
間
を
利
用

し
、
３
月
初
め
か
ら
段
ボ
ー
ル

製
品
の
配
送
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ

た
。
小
型
と
中
型
の
ト
ラ
ッ
ク

計
６
台
で
、
松
山
市
の
工
場
か

ら
県
内
を
は
じ
め
四
国
全
域
に

製
品
を
届
け
て
い
る
。

更
に
６
日
か
ら
、
ネ
ッ
ト
ス

ー
パ
ー
の
宅
配
を
開
始
し
た
。

担
当
エ
リ
ア
は
松
山
、
東
温
の

両
市
で
、
ユ
ー
ザ
ー
登
録
し
た

消
費
者
を
対
象
と
し
て
い
る
。

稼
働
は
週
５
日
で
、
勤
務
時

間
が
午
前
11
時
～
午
後
６
時
に

定
ま
っ
て
お
り
、
不
在
の
場
合

原
運
輸
（
原
幸
喜
社
長
、
松

山
市
）
は
３
月
か
ら
、
二
つ
の

配
送
業
務
を
始
め
て
い
る
。
既

存
の
車
両
を
活
用
し
て
業
容
を

拡
大
す
る
と
と
も
に
、
高
齢
ド

ラ
イ
バ
ー
の
セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ

て
ほ
し
い
。
残
業
時
間
の
上
限

規
制
に
苦
労
す
る
事
業
者
は
少

な
く
な
い
。
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者

と
安
全
・
環
境
機
器
の
メ
ー
カ

ー
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
ド
ラ

イ
バ
ー
の
安
全
運
転
や
健
康
を

支
え
て
い
き
た
い
」
と
あ
い
さ

つ
。会

場
と
な
っ
た
大
会
議
室
に

は
、
情
報
機
器
の
メ
ー
カ
ー
や

シ
ス
テ
ム
開
発
な
ど
21
社
が
ブ

ー
ス
を
出
展
し
、
自
動
点
呼
・

遠
隔
点
呼
シ
ス
テ
ム
や
バ
ッ
ク

・
サ
イ
ド
カ
メ
ラ
な
ど
を
紹

介
。
担
当
者
が
製
品
の
特
徴
や

導
入
効
果
を
説
明
し
、
来
場
者

は
機
器
を
操
作
し
な
が
ら
、
性

能
を
体
感
し
た
。

ま
た
、
会
館
の
駐
車
場
に

は
、
最
新
の
冷
蔵
車
や
ト
レ
ー

ラ
、
テ
ー
ル
リ
フ
タ
ー
、
ラ
リ

ー
用
の
ト
ラ
ッ
ク
な
ど
を
展
示

し
た
。

こ
の
ほ
か
、
研
修
セ
ン
タ
ー

２
階
の
会
議
室
で
は
「
高
速
道

路
料
金
」
「
業
務
前
自
動
点

呼
」
「
左
折
巻
き
込
み
事
故
防

止｣｢

後
方
事
故
防
止｣｢

テ
ー
ル

リ
フ
タ
ー
の
正
し
い
使
用
法
」

の
テ
ー
マ
ご
と
に
メ
ー
カ
ー
な

ど
が
そ
れ
ぞ
れ
講
演
し
た
。

（
上
田
慎
二
）

ト
ラ
ッ
ク
研
修
セ
ン
タ
ー
「
と

ら
ん
じ
ぇ
る
」
の
開
館
記
念
事

業
と
し
て
、
安
全
・
環
境
機
器

展
示
会
と
セ
ミ
ナ
ー
を
行
っ

た
。
最
新
の
ド
ラ
イ
ブ
レ
コ
ー

ダ
ー
や
デ
ジ
タ
ル
タ
コ
グ
ラ
フ

の
ほ
か
大
型
車
、
電
動
ト
ラ
ッ

ク
が
展
示
さ
れ
、
多
く
の
経
営

者
や
安
全
担
当
者
な
ど
が
訪
れ

た
。鳥

部
会
長
は
「
『
２
０
２
４

年
問
題
』
対
策
で
は
、
時
間
や

コ
ス
ト
の
『
管
理
』
が
非
常
に

重
要
だ
。
出
展
企
業
の
皆
さ
ん

に
は
、
最
新
機
器
に
よ
る
安
全

強
化
や
輸
送
効
率
化
を
提
案
し

鹿
児
島
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会

（
鳥
部
敏
雄
会
長
）
は
４
日
、

行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
基
に
、

時
間
外
労
働
の
上
限
規
制
か
ら

半
年
が
経
過
し
た
運
送
業
界
の

現
状
を
伝
え
た
。（

髙
松
美
希
）

更
に
、
藤
原
隆
司
専
務
が
大

ト
協
の
安
全
・
環
境
対
策
や
人

材
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み
、

緊
急
輸
送
体
制
の
整
備
な
ど
を

説
明
。
大
ト
協
が
24
年
10
月
に

大
分
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
（
仲

浩
会
長)

は
３
日
県
下
商
工
会

議
所
会
頭
ら
に
適
正
運
賃･

料

金
の
収
受
へ
の
理
解
や
Ｇ
マ
ー

ク(

安
全
性
優
良
事
業
所
認
定)

取
得
事
業
者
の
優
先
利
用
を
求

め
る
要
望
書
を
提
出
し
た
。

仲
会
長
が
「
燃
料
価
格
の
高

騰
が
運
送
事
業
者
の
経
営
を
苦

し
め
る
中
、
人
手
不
足
、
ド
ラ

イ
バ
ー
の
高
齢
化
も
進
み
、
困

難
を
極
め
て
い
る
。
県
内
の
荷

主
企
業
の
ほ
と
ん
ど
が
商
工
会

議
所
の
会
員
だ
。
物
流
事
業
者

の
厳
し
い
現
状
を
伝
え
、
業
界

が
取
り
組
む
価
格
転
嫁
や
『
２

０
２
４
年
問
題
』
へ
の
対
応
に

つ
い
て
理
解
し
て
も
ら
い
、
運

賃
の
引
き
上
げ
、
荷
待
ち
時
間

が
発
生
し
た
場
合
の
残
業
代
の

支
払
い
、
燃
料
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ

導
入
の
徹
底
を
お
願
い
し
た

い
」
と
述
べ
た
。

す
る｣

と
指
摘
し
専
用
の
ク
リ

ー
ナ
ー
で
常
に
奇
麗
に
し
て
お

く
こ
と
の
重
要
性
を
説
い
た
。

Ｄ
Ｐ
Ｆ
（
デ
ィ
ー
ゼ
ル
排
気

微
粒
子
除
去
装
置
）
が
詰
ま
る

メ
カ
ニ
ズ
ム
に
も
言
及
し
、
分

解
洗
浄
な
ど
の
対
策
を
紹
介
。

化
学
的
な
根
拠
を
示
し
な
が

ら
、
「
エ
ン
ジ
ン
オ
イ
ル
は
蒸

発
し
な
い
塩
基
価
を
基
準
に
、

適
正
な
時
期
に
交
換
す
る
こ

と
」
「
尿
素
水
は
不
純
物
が
少

な
く
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
ら
な
い

製
品
を
選
択
す
べ
き
」
な
ど
と

助
言
し
た
。

締
め
く
く
り
に
、
高
ト
協
の

森
本
敬
一
会
長
が
「
次
世
代
を

担
う
青
年
経
営
者
に
、
無
駄
な

経
費
を
省
い
て
も
ら
お
う
と
参

画
し
た
。
コ
ス
ト
が
上
が
る

中
、
車
両
の
使
用
を
長
期
化
し

な
け
れ
ば
経
営
が
成
り
立
た
な

く
な
る
。
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
も

っ
と
目
を
向
け
て
ほ
し
い
」
と

促
し
た
。

（
矢
野
孝
明
）

が
あ
り
、
こ
の
日
は
「
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
費
用
と
整
備
時
間
を
削

減
す
る
方
法
」
を
テ
ー
マ
に
設

定
｢

イ
ン
ジ
ェ
ク
タ
ー
の
詰
ま

り
は
避
け
ら
れ
ず
、
必
ず
発
生

高
知
県
ト
ラ
ッ
ク
協
同
組
合

（
馬
宮
一
彦
理
事
長
）
と
高
知

県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
青
年
部
会

（
田
内
敬
太
部
会
長
）
は
５

日
、
オ
プ
テ
ィ
の
猪
野
栄
一
社

長
を
講
師
に
招
き
、
車
両
整
備

の
費
用
と
時
間
の
削
減
に
つ
い

て
学
ん
だ
。

馬
宮
理
事
長
は
「
ト
ラ
ッ
ク

の
価
格
が
高
騰
し
、
燃
料
価
格

も
高
止
ま
り
し
て
い
る
。
人
件

費
を
上
げ
る
必
要
が
あ
り
、
物

流
業
界
は
大
変
な
時
期
を
迎
え

て
い
る
。
皆
さ
ん
の
経
費
削
減

に
少
し
で
も
つ
な
が
る
よ
う
、

こ
の
勉
強
会
を
企
画
し
た
」
と

述
べ
た
。

猪
野
氏
は
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者

な
ど
を
対
象
に
多
数
の
講
演
歴

み
下
ろ
し
料
金
や
待
機
時
間
、

高
速
道
路
利
用
料
金
を
必
ず
記

載
す
る
よ
う
ア
ド
バ
イ
ス
。

「
下
請
法
（
下
請
代
金
支
払
遅

延
等
防
止
法
）
改
正
案
で
は
、

運
賃
据
え
置
き
は
違
反
行
為
」

と
述
べ
、
運
賃
を
30
％
上
げ
て

ド
ラ
イ
バ
ー
の
作
業
負
担
を
大

幅
に
減
ら
し
た
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

業
者
な
ど
の
例
を
挙
げ
、
「
運

賃
・
料
金
は
４
～
30
％
の
幅
で

上
が
っ
て
い
る
。
時
間
が
か
か

る
が
、
（
こ
の
動
き
は
）
必
ず

末
端
ま
で
下
り
て
く
る
」
と
強

調
し
た
。

（
江
藤
和
博
）

を
確
保
し
、
65
歳
以
降
も
給
料

を
減
ら
さ
ず
継
続
雇
用
し
て
定

年
廃
止
も
考
え
て
ほ
し
い
」
と

指
摘
し
た
。
ま
た
、
特
定
業
務

１
号
の
外
国
人
ド
ラ
イ
バ
ー
の

雇
用
に
つ
い
て
、
「
仲
介
業
者

に
は
反
社
会
勢
力
も
い
る
の

で
、
金
融
機
関
に
聞
い
て
し
っ

か
り
し
た
業
者
と
付
き
合
っ
て

ほ
し
い
」
と
忠
告
し
た
。

運
賃
交
渉
で
は
、
公
正
取
引

委
員
会
の
「
労
務
費
の
適
切
な

転
嫁
の
た
め
の
価
格
交
渉
の
指

針
」
を
荷
主
に
提
出
し
、
見
積

書
に
は
運
賃
と
別
に
荷
物
の
積

者
が
取
り
組
む
ポ
イ
ン
ト
」
を

テ
ー
マ
に
、
運
送
事
業
を
巡
る

最
新
動
向
を
解
説
。
20
～
30
代

を
対
象
と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
人
生
に
お
け
る
優
先
度
が

①
家
族
②
自
分
③
趣
味
④
友
人

⑤
お
金
⑥
仕
事


の
順
だ
っ

た
こ
と
を
示
し
、
「
物
流
業
界

は
年
間
休
日
が
１
１
５
日
以
上

の
会
社
が
ほ
と
ん
ど
で
、
こ
の

ま
ま
で
は
人
手
不
足
で
全
滅
す

る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
て
若
手

可
を
取
り
上
げ
る
時
代
が
す
ぐ

に
来
る
。
雇
用
を
ど
う
守
る
か

が
一
番
の
課
題
で
、
業
界
全
体

が
一
致
協
力
し
て
事
業
存
続
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
こ
う
」
と

呼
び
掛
け
た
。

瀧
澤
氏
は
「
ド
ラ
イ
バ
ー
不

足
が
加
速
す
る
今
、
運
送
事
業

理
代
や
購
入
費
な
ど
が
高
騰
し

て
い
る
現
状
に
触
れ
、
「
代
表

者
や
管
理
職
だ
け
で
な
く
、
従

業
員
も
含
め
て
賢
く
な
る
こ
と

が
必
要
。
事
業
許
可
更
新
制
が

検
討
さ
れ
て
お
り
、
適
正
化
事

業
実
施
機
関
の
巡
回
指
導
で
低

評
価
の
事
業
者
か
ら
は
事
業
許

山
口
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
の
岩

国
支
部(

高
瀬
稔
彦
支
部
長)

は

４
日
研
修
会
を
開
き
瀧
澤
・

佐
藤
事
務
所
の
瀧
澤
学
社
会
保

険
労
務
士
の
講
演
を
聴
い
た
。

高
瀬
支
部
長
は
、
車
両
の
修

題
』
な
ど
で
、

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
と

し
て
の
ト
ラ
ッ

ク
ド
ラ
イ
バ
ー

や
物
流
へ
の
関
心
の
高
ま
り
を

感
じ
て
い
る
。
業
界
全
体
の
取

り
組
み
が
評
価
さ
れ
た
と
受
け

止
め
、
持
続
可
能
な
物
流
を
目

指
し
て
尽
力
し
て
い
き
た
い｣

と
話
し
て
い
る
(

宮
本
晶
子)

の
受
賞
と
し
て
、
21
年
に
明
星

元
・
副
会
長
、
23
年
に
御
手
洗

会
長
、
24
年
に
門
田
大
副
会
長

が
選
ば
れ
て
い
る
。

石
田
氏
は
「
自
然
災
害
時
の

物
資
輸
送
や
『
２
０
２
４
年
問

貢
献
し
た
人
を
表
彰
し
て
お

り
、
教
育
文
化
や
地
方
自
治
な

ど
九
つ
の
部
門
か
ら
45
人
が
選

ば
れ
た
。

石
田
氏
は
２
０
１
１
年
５
月

に
愛
ト
協
の
役
員
に
就
き
、
23

年
５
月
か
ら
副
会
長
と
し
て
活

動
中
。
現
役
役
員
か
ら
の
近
年

愛
媛
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
（
御

手
洗
安
会
長
）
の
石
田
稔
副
会

長
は
団
体
役
員
と
し
て
業
界
の

育
成
発
展
に
尽
力
し
た
こ
と
が

評
価
さ
れ
、
愛
媛
県
政
発
足
記

念
日
知
事
表
彰
を
受
賞
し
た
。

県
は
毎
年
、
県
政
発
足
記
念
日

の
２
月
20
日
に
県
政
の
発
展
に

ど
ん
な
仕
事
で
も
厳
し
い
。
そ

ん
な
中
で
も
、
笑
顔
に
あ
ふ
れ

た
魅
力
あ
る
職
場
環
境
を
維
持

し
た
い
。
仕
事
を
通
じ
て
人
間

力
を
培
っ
て
ほ
し
い
」

肥
後
六
花
会
は
17
年
11
月
に

設
立
し
、
現
在
は
女
性
経
営
者

36
人
で
構
成
。
部
会
員
は
増
加

傾
向
に
あ
る
。
新
年
度
の
事
業

計
画
で
も
、
物
流
出
前
授
業
を

重
点
事
業
に
掲
げ
る
。

「
県
下
全
域
に
活
動
の
輪
を

広
げ
た
い
。
女
性
部
会
の
視
点

か
ら
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、

女
性
が
安
心
し
て
働
け
る
職
場

だ
と
伝
え
る
こ
と
が
大
き
な
役

割
」
と
意
気
込
み
を
語
る
。

（
武
原
顕
）

験
を
自
社
の
人
材
育
成
・
能
力

開
発
に
生
か
す
。
同
社
は
、
鉄

鋼
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
機
械
・
金

属
製
品
な
ど
を
取
り
扱
っ
て
い

る
が
、
24
年
か
ら
は
オ
ー
ト
ボ

デ
ィ
プ
リ
ン
タ
ー
を
設
置
し
て

ト
ラ
ッ
ク
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
事
業

に
乗
り
出
す
な
ど
事
業
領
域
を

拡
充
し
て
い
る
。

「
若
い
世
代
が
仲
間
に
加
わ

り
、
出
会
い
に
感
謝
し
た
い
。

ー
希
望
の
新
卒
女
性
が
入
社
す

る
。
24
年
４
月
に
建
設
業
界
か

ら
転
身
し
た
23
歳
の
若
手
ド
ラ

イ
バ
ー
も
元
気
に
働
く
。

「
ド
ラ
イ
バ
ー
は
『
技
術

職
』
。
建
設
現
場
で
は
、
ゼ
ネ

コ
ン
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
迅

速
・
適
切
に
対
応
す
る
な
ど
の

能
力
が
求
め
ら
れ
る
が
、
建
設

業
界
か
ら
転
職
し
た
若
手
ド
ラ

イ
バ
ー
も
、
そ
の
経
験
を
生
か

し
、
誇
り
を
持
っ
て
業
務
に
励

ん
で
い
る
」
と
強
調
。
女
性
部

会
の
活
動
で
学
ん
だ
知
識
や
経

『
毎
日
が
楽
し
い
』
と
話
し
て

い
た
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た｣

25
年
７
11
の
両
月
山
鹿
市

主
催
の
イ
ベ
ン
ト
で
若
い
世
代

や
女
性
の
活
躍
を
テ
ー
マ
に
講

演
し

行
政

異
業
種
の
経
営

者
学
校
保
護
者
、
地
域
住
民

に
ト
ラ
ッ
ク
運
送
の
魅
力
を
伝

え
る
｢

こ
う
し
た
機
会
を
最
大

限
に
生
か
し
た
い
」
と
メ
デ
ィ

ア
へ
の
発
信
に
力
を
入
れ
る
。

社
長
を
務
め
る
鹿
央
運
輸

（
熊
本
県
山
鹿
市
）
で
は
今

春
、
地
元
高
校
か
ら
ド
ラ
イ
バ

大
切
な
仕
事
で
女
性
が
活
躍
で

き
る
と
分
か
っ
た｣｢

男
社
会
の

イ
メ
ー
ジ
が
払

ふ
っ

拭
し
ょ
く

さ
れ
た
」

「
人
の
役
に
立
ち
、
喜
び
を
感

じ
る
仕
事
だ
と
分
か
っ
た
」
な

ど
９
割
が｢

運
送
業
界
に
興
味

と
魅
力
を
感
じ
た｣

と
答
え
た


「
２
０
２
４
年
11
月
、
地
元

高
校
の
文
化
祭
に
招
待
さ
れ

た
。
３
年
前
に
菊
池
女
子
高
校

で
開
い
た
物
流
出
前
授
業
が
き

っ
か
け
で
、
県
内
の
運
送
会
社

に
就
職
し
た
卒
業
生
に
出
会
っ

た
。
ド
ラ
イ
バ
ー
の
彼
女
は

「
若
い
女
性
が
職
業
の
選
択

肢
の
一
つ
と
し
て
魅
力
を
感
じ

る
業
界
に
し
た
い
」
と
話
す
の

は
、
熊
本
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
女

性
部
会
「
肥
後
六

ろ
っ

花か

会
」
の
竹

下
由
美
部
会
長
。

１
月
に
菊
池
女
子
高
校
で
行

っ
た
出
前
授
業
に
は
、
全
学
年

か
ら
１
７
０
人
の
生
徒
が
参

加
。
授
業
後
の
生
徒
を
対
象
に

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
「
物
流
は

メ
デ
ィ
ア
向
け
発
信
強
化

事
故
増

受

け

注
意
喚
起
マ
ッ
プ
作
成

長
年
に
わ
た
っ
て
大
き
な
事
故

と
は
無
縁
だ
が
、
一
方
で
数
年
に

１
回
程
度
、
軽
微
な
物
損
事
故
が

発
生
。
片
岡
社
長
は
「
長
距
離
よ

り
も
、
地
場
の
ほ
う
が
事
故
を
起

こ
し
や
す
い
傾
向
に
あ
る
。
ち
ょ

っ
と
し
た
不
注
意
が
原
因
だ
が
、

小
さ
な
も
の
も
含
め
て
妥
協
せ
ず

に
事
故
の
根
絶
を
目
指
す
」
と
強

調
す
る
。

社
内
に
限
ら
ず
社
会
的
な
道
路

環
境
に
も
目
を
向
け
、
「
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
（
法
令
順
守
）
と
健

康
管
理
の
た
め
に
休
憩
や
休
息
を

取
り
た
く
て
も
、
高
速
道
路
上
の

パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
や
サ
ー
ビ
ス

エ
リ
ア
の
ト
ラ
ッ
ク
の
駐
車
ス
ペ

ー
ス
が
足
り
な
い
。
道
路
管
理
会

社
の
問
題
だ
け
で
な
く
、
国
策
と

し
て
改
善
す
べ
き
課
題
だ
」
と
訴

え
る
。

（
矢
野
孝
明
）

持
す
る
な
ど
、
経
営
面
で
も
メ
リ

ッ
ト
を
生
ん
で
い
る
。

主
力
は
地
元
で
生
産
さ
れ
た
青

果
物
、
花
き
、
紙
製
品
な
ど
の
長

距
離
輸
送
で
、
こ
の
ほ
か
、
量
販

店
を
中
心
に
青
果
物
や
食
品
の
県

内
配
送
サ
ー
ビ
ス
も
提
供
。
ト
ラ

ッ
ク
を
60
台
保
有
し
、
半
数
が
県

外
便
と
な
っ
て
い
る
。

大
東
陸
運
（
片
岡
賢
社
長
、
高

知
県
土
佐
市
）
は
交
通
事
故
防
止

を
徹
底
す
る
た
め
、
少
人
数
で
の

安
全
講
習
を
取
り
入
れ
て
い
る
。

20
年
前
か
ら
継
続
的
に
行
っ
て
お

り
、
２
カ
月
に
１
回
、
ド
ラ
イ
バ

ー
50
人
が
４
、
５
人
単
位
に
分
か

れ
て
受
講
。
一
方
的
な
セ
ミ
ナ
ー

形
式
で
は
な
く
、
外
部
講
師
が
そ

れ
ぞ
れ
の
特
性
に
応
じ
た
双
方
向

型
の
指
導
・
教
育
を
行
う
。

運
転
記
録
証
明
書
を
活
用
し
た

安
全
運
転
と
交
通
事
故
防
止
に
も

注
力
し
、
地
元
警
察
署
か
ら
優
秀

安
全
運
転
事
業
所
表
彰
の
銀
賞
に

何
度
も
認
定
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の

取
り
組
み
が
奏
功
し
、
四
国
交
通

共
済
協
同
組
合
（
田
中
等
理
事

長
）
の
優
良
割
引
率
が
最
高
を
維

原運輸 人材活用へ仕事創出

中ト共済

聴
覚･

目
の
健
康
対
策

機
器
の
貸
し
出
し
事
業


を
検
討
し
て
い
る
。
い
ず

れ
も
４
月
22
日
の
事
故
防
止
対
策
委
員
会
に
提
案
し
、

理
事
会
や
総
代
会
の
承
認
を
得
て
具
体
的
な
取
り
組
み

に
着
手
す
る
。

（
江
藤
和
博
）

中
国
ト
ラ
ッ
ク
交
通
共
済
協
同
組
合
（
小
丸
成
洋
理

事
長
）
は
、
新
規
事
業
と
し
て
①
鹿
や
イ
ノ
シ
シ
な
ど

害
獣
に
注
意
す
べ
き
ル
ー
ト
や
場
所
を
示
し
た
マ
ッ
プ

の
作
成
②
後
退
時
事
故
を
減
ら
す
た
め
の
視
聴
覚
教
材

の
作
成
③
目
の
健
康
を
セ
ル
フ
チ
ェ
ッ
ク
す
る
た
め
の

月
ご
と
に
安

全
ス
ロ
ー
ガ

ン
を
設
け
て

事
故
ゼ
ロ
を

目
指
す

新
聞
配
送
車
両
で
段
ボ
ー
ル

を
配
送

整
備
コ
ス
ト
削
減
方
法
学
ぶ

高
ト
協
組
な
ど

オ
プ
テ
ィ
社
長
講
演

保
有
ト
ラ
ッ
ク
の

半
数
が
県
外
便

大
東
陸
運

大
東
陸
運

山 ト 協
岩国支部

人
手
不
足
対
策
を
聴
く

運
賃
上
げ｢

末
端
に
も｣

講
演
す
る
瀧
澤
・
佐
藤
事
務

所
の
瀧
澤
社
労
士

化
学
的
な
根
拠
を
交
え
て
説

明
す
る
オ
プ
テ
ィ
の
猪
野
社

長

石
田
愛
ト
協
副
会
長

知
事
表
彰
を
受
賞

県
政
発
展
に
貢
献

表
彰
状
を
手

に
す
る
石
田

副
会
長

適
正
運
賃･

料
金
へ
の
理
解

大
ト
協
県
下
商
議
所
に
要
望

要
望
書
を
持
つ
仲
会
長
（
左

端
）
と
県
下
商
議
所
会
頭
ら

鹿
ト
協
安
全
機
器
な
ど
展
示

研
修
セ
ン
タ
ー
開
館
記
念

ラ
リ
ー
用
の
ト
ラ
ッ
ク
な
ど

も
展
示

肥後六花会部会長

竹下 由美氏

女性活躍アピール

少人数で安全講習
軽微な事故根絶へ

（
面
担

田
村
咲
絵
）
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